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55年 

町 の 人 口 

人 口 9,424 人 （減2) 

男 4,510 人 （ 0) 

女 4,914 人 （減2) 

世帯数 3,005世帯（減5) 

出生 12人 転入 25人 

死亡 9人 転出 30人 

(54年12月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

【町長選挙開票風景より・町民会館にて】 

町長に池永輝昭氏が当選縫70潔） 

町再建の自主再建へ― 
任期満了に伴う町長選挙は1月13日投票された。投票は町内3カ所の投票所で午前7時 

から始まり、今回は3期目を目指す現職の池永輝昭氏と会社員の山下譲治氏の一騎打ちと 

なり、昭和39年の町長選挙以来16年ぶりの選挙となったが、あいにくの雨と重なり有権者 

の出足は鈍く、投票率も前回39年（93%）を下回る70・47％と低調な結果となりました。 

開票は14日午前7時から町民会館で行われ、池永氏が3度目の当選をした。 【開票結果 

⑤池永輝昭3,931票、山下譲治754票、当日有権者数6,894、投票総数4,858、投票率70 

・47%（男67・12%、女73・36%)】 
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百
四
十
五
人
が
新
成
人
 

「
成
人
の
日
」
 
の
一
月
十
五
日
、
赤
池
町
で
百
四
十
五
人
の
新
成
 

人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
 

同
日
は
気
温
も
低
く
、
時
折
、
小
雪
も
ち
ら
つ
く
天
気
で
し
た
が
、
 

若
い
男
女
は
元
気
に
会
場
に
か
け
つ
け
、
大
人
へ
の
喜
こ
び
と
蚕
女
 

を
胸
に
、
自
覚
を
新
た
に
し
て
い
た
。
 

同和対策中央研修所】 【振りそで姿で会場も華かに 

'IrI”川m，小‘‘叫IIm''" 

【堂々の規律ある整列風景より 糸田小学校グラウンド】 

町
消
防
団
員
 49 

人
が
表
彰
（
瑚
知
些
 

新
春
を
飾
る
、
下
田
川
四
カ
町
消
防
 

団
（
赤
池
、
金
田
、
方
城
、
糸
田
）
の
 

連
合
出
初
め
式
が
一
月
六
日
午
前
九
時
 

三
十
分
か
ら
糸
田
町
糸
田
小
学
校
グ
ラ
 

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
四
カ
町
消
防
団
員
 

四
百
六
十
五
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。
 

本
町
よ
り
消
防
団
員
百
五
十
人
、
金
 

田
町
百
十
人
、
方
城
町
百
五
人
、
糸
田
 

町
百
人
の
出
動
で
、
小
雨
の
中
、
同
校
 

ご
フ
ウ
ン
ド
を
各
町
分
団
ご
と
に
行
進
、
 

県
消
防
協
会
長
、
町
長
な
ど
の
観
閲
を
 

受
け
た
。
 

式
典
で
は
、
永
年
消
防
活
動
に
カ
を
 

尽
し
た
優
良
団
員
等
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
 

本
町
消
防
団
員
よ
り
県
知
事
表
彰
な
ど
 

四
十
九
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
者
は
、
次
の
と
お
り
。
 

【
福
岡
県
知
事
表
彰
】
8
人
 

〇
藤
村
友
也
（
副
分
団
長
）
本
部
分
団
 

〇
世
良
幹
二
（
班
 
長
）
第
一
分
団
 

〇
香
野
義
数
（
班
 
長
）
第
一
分
団
 

〇
石
橋
安
太
郎
（
団
 
員
）
第
一
分
団
 

【
ウ
イ
ッ
ツ
の
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
】
 

【
フ
ィ
ス
ト
の
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
】
 

『
記
念
講
演
に
川
向
秀
武
氏
を
迎
え
る
』
 

午
前
十
時
三
十
分
よ
り
、
町
同
和
対
 

策
中
央
研
修
所
で
式
典
が
行
わ
れ
、
男
 

子
七
十
二
人
、
女
子
七
十
三
人
の
百
四
 

十
五
人
が
新
成
人
と
し
て
大
人
の
仲
間
 

入
り
を
し
ま
し
た
。
 

昨
年
よ
り
九
人
多
く
、
男
子
は
背
広
、
 

女
子
は
晴
れ
着
が
ほ
と
ん
ど
で
、
会
場
 

は
華
か
な
色
に
包
ま
れ
た
中
、
式
典
が
 

行
わ
れ
、
午
前
十
一
時
よ
り
、
福
岡
教
 

育
大
学
助
教
授
、
川
向
秀
武
氏
を
迎
え
 

「
基
本
的
人
権
と
同
和
問
題
」
を
テ
ー
 

マ
に
約
一
時
間
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
 

た。 
こ
の
あ
と
、
会
場
を
町
民
会
館
大
ホ
 

ー
ル
に
移
し
、
記
念
撮
影
を
し
た
の
ち
、
 

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
前
生
毒
区
成
人
 

者
の
ウ
イ
ッ
ツ
（
五
人
）
、
フ
ィ
ス
ト
 

o
木
村
一
夫
（
部
 
長
）
第
二
分
団
 

o
皆
川
克
己
（
部
 
長
）
第
ニ
分
団
 

〇
大
森
正
信
（
部
 
長
）
第
二
分
団
 

〇
早
谷
昭
生
（
班
 
長
）
第
二
分
団
 

【
赤
池
町
長
表
彰
】
8
人
 

o
長
尾
慶
正
（
団
 
員
）
第
一
分
団
 

〇
日
高
輝
水
（
班
 
長
）
第
二
分
団
 

〇
有
吉
志
一
（
班
 
長
）
第
三
分
団
 

o
白
川
鉄
夫
（
団
 
員
）
第
四
分
団
 

〇
浦
田
道
義
（
部
 
長
）
第
五
分
団
 

〇
小
松
繁
春
（
団
 
員
）
第
六
分
団
 

o
山
尾
繁
樹
（
団
 
員
）
本
部
分
団
 

〇
宮
崎
春
美
（
団
 
員
）
本
部
分
団
 

【
田
川
郡
支
部
長
表
彰
】
2
人
 

〇
山
形
利
明
（
団
 
員
）
第
四
分
団
 

〇
太
田
 
淳
（
分
団
長
）
第
五
分
団
 

【
優
良
消
防
団
員
表
彰
】
7
人
 

〇
矢
山
丑
彦
（
団
 
員
）
第
一
分
団
 

〇
八
隅
憲
幸
（
団
 
員
）
第
二
分
団
 

〇
太
田
 

旭
（
班
 
長
）
第
三
分
団
 

o
植
木
藤
吉
（
副
分
団
長
）
第
四
分
団
 

〇
武
末
 
豊
（
班
 
長
）
第
五
分
団
 

〇
平
元
光
年
（
班
 
長
）
第
六
分
団
 

〇
日
高
一
雄
（
班
 
長
）
本
部
分
団
 

【
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰
】
 
24 

人
 

《
三
十
年
》
 

〇
田
口
孝
夫
（
本
部
長
）
本
 

部
 

〇
永
末
利
貞
（
部
 
長
）
第
一
分
団
 

o
柴
田
荒
喜
（
部
 
長
）
第
五
分
団
 

〇
武
末
義
信
（
班
 
長
）
第
五
分
団
 

《
二
十
五
年
》
 

〇
立
花
重
己
（
班
 
長
）
第
二
分
団
 

〇
立
花
清
文
（
団
 
員
）
第
二
分
団
 

〇
浦
田
拓
義
（
班
 
長
）
第
五
分
団
 

《
二
十
年
》
 

（
六
人
）
の
ニ
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
 

よ
り
生
演
奏
が
約
一
時
間
行
わ
れ
、
楽
 

し
い
ひ
と
と
き
の
う
ち
、
新
し
い
仲
間
 

の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
は
二
十
歳
に
な
り
、
大
人
 

の
仲
間
入
り
と
と
も
に
、
未
成
年
者
の
 

と
き
の
法
律
上
の
保
護
は
な
く
な
り
、
 

多
く
の
権
利
を
手
に
し
ま
す
が
、
権
利
 

を
主
張
す
る
だ
け
で
な
く
、
成
人
と
し
 

て
の
義
務
を
し
っ
か
り
果
た
し
、
自
分
 

の
責
任
と
判
断
で
行
動
さ
れ
る
こ
と
が
 

望
ま
れ
ま
す
。
 

《
成
人
者
の
地
区
別
熱
 

●
上
野
地
区
四
十
五
人
（
男
 27 

女
 17 

) 

●
市
場
地
区
二
十
八
人
（
男
 12 

女
 16 

) 

●
赤
池
地
区
七
十
三
人
（
男
 33 

女
 40 

) 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
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．
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和
名
 
如
月
（
き
さ
ら
ぎ
）
 

立
春
が
す
ぎ
た
の
に
寒
い
、
と
ば
か
 

り
に
衣
服
を
重
ね
る
。
そ
の
た
め
二
月
 

を
着
更
衣
と
い
う
。
 

1
日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
晦
ン
タ
m
) 

成
人
病
予
防
週
間
 

3
日
（
日
）
 

節
分
 
豆
ま
き
 

初
午
 

4
日
（
月
）
 

立
春
 
寒
あ
け
 

7
日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
咋
ン
タ
m
) 

8
日
（
金
）
針
供
養
 
こ
と
始
め
 

11 

日
（
月
）
 

建
一
記
念
日
 

文
化
勲
章
制
度
創
設
（
昭
 12
 

) 

14 

日
（
木
）
 

15 

日
（
金
）
 

16 

日
（
土
）
 

17 

日
（
日
）
 

19 

日
（
火
）
 

20 

日
（
水
）
 

22 

日
（
金
）
 

24 

日
（
日
）
 

26 

日
（
火
）
 

27 

日
（
水
）
 

28 

日
（
木
）
 

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
 

所
得
税
の
確
定
申
告
受
付
 

け
開
始
 

旧
正
月
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
晦
ン
タ
世
 

雨
水
 

第
一
回
普
通
選
挙
施
行
（
昭
3
) 

旧
七
草
 

日
本
社
会
党
結
成
（
明
 39
 

) 

二
・
二
六
事
件
起
る
（
昭
 11
 

) 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

全
国
火
災
予
防
運
動
は
じ
 

＋ょる 

▼
人
に
機
会
が
無
い
の
で
は
な
い
 

機
会
を
見
捨
て
て
い
る
の
で
あ
る
▲
 

〇
亀
谷
松
次
（
班
 
長
）
第
一
分
団
 

〈
十
年
》
 

〇
有
吉
志
一
（
班
 
長
）
第
一
分
団
 

〇
水
永
 
雄
（
団
 
員
）
第
二
分
団
 

〈
十
五
年
》
 

〇
奥
永
優
二
（
団
 
員
）
第
三
分
団
 

〇
谷
頭
浩
二
（
部
 
長
）
第
 
分
団
 

〇
奥
永
英
一
（
団
 
員
）
第
」
牙
団
 

〇
八
隅
清
蔵
（
班
 
長
）
第
 
分
団
 

o
池
田
正
光
（
団
 
員
）
第
三
分
団
 

〇
谷
 

正
興
（
班
 
長
）
第
 
分
団
 

〇
日
高
一
雄
（
班
 
長
）
本
部
分
団
 

〇
中
村
雅
敏
（
団
 
員
）
第
 
分
団
 

〇
河
野
進
一
（
班
 
長
）
本
部
分
団
 

〇
秋
元
米
造
（
班
 
長
）
第
一
分
団
 

〇
山
尾
繁
樹
（
団
 
員
）
本
部
分
団
 

〇
田
口
龍
男
（
団
 
員
）
第
五
分
団
 

〇
宮
崎
春
美
（
団
 
員
）
本
部
分
団
 

〇
鶴
森
哲
夫
（
班
 
長
）
第
六
分
団
 

ー

敬

称

略

ー

 

す
べ
て
を
灰
に
し
て
し
ま
っ
火
災
・
・
‘
 

…
こ
の
原
因
の
七
ー
八
割
は
ち
ょ
っ
と
 

し
た
不
注
意
か
ら
な
の
で
す
。
 

い
う
な
ら
ば
、
日
々
の
生
活
の
中
に
 

「
出
火
原
因
」
は
無
数
に
こ
ろ
が
っ
て
 

い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
お
風
呂
の
消
 

し
忘
れ
、
こ
た
つ
や
ア
イ
ロ
ン
、
ド
ラ
 

イ
ヤ
ー
な
ど
電
気
器
具
の
つ
け
っ
ぱ
な
 

し
、
た
ば
こ
の
火
の
不
始
末
、
石
油
ス
 

ト
ー
ブ
を
点
火
し
た
ま
ま
の
給
油
、
ベ
 

ン
ジ
ン
、
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
火
気
へ
の
 

接
近
な
ど
、
数
え
あ
げ
た
ら
き
り
が
な
 

い
ほ
ど
で
す
。
 

特
に
、
い
た
ず
ら
盛
り
の
幼
い
子
供
 

の
い
る
家
庭
で
は
「
火
遊
び
」
 
に
も
十
 

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

幼
い
子
供
に
と
っ
て
は
、
マ
ッ
チ
や
 

ラ
イ
タ
ー
の
パ
ッ
と
し
た
炎
は
ひ
と
つ
 

の
ク
魅
力
4

と
し
て
う
つ
る
よ
う
で
す
。
 

お
母
さ
ん
が
家
事
に
追
わ
れ
て
い
る
 

時
な
ど
、
こ
た
つ
の
上
に
マ
ッ
チ
や
ラ
 

イ
タ
ー
が
置
い
て
あ
る
と
、
子
供
は
、
 

つ
い
ク
日
ご
ろ
の
夢
ク
を
か
な
え
た
く
 

な
っ
て
、
い
た
ず
ら
す
る
場
合
が
あ
り
 

ま
す
か
ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
、
火
の
元
 

に
な
る
も
の
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
供
の
 

手
の
届
く
と
こ
ろ
に
は
絶
対
置
か
な
い
 

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

特
に
二
月
は
、
空
気
が
非
常
に
乾
燥
 

し
て
い
て
強
い
風
が
吹
く
こ
と
も
多
く
、
 

そ
の
う
え
暖
房
器
具
を
使
う
時
期
で
も
 

あ
り
ま
す
。
あ
り
が
た
く
な
い
こ
と
に
、
 

二
月
は
ま
さ
に
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
ク
火
 

災
シ
ー
ズ
ン
4

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
 

二
月
二
十
九
日
か
ら
春
の
全
国
火
災
予
 

防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
火
の
元
に
は
、
 

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
ー
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「志穂ちゃん」 まち 

の
 

一
 芸

 
文
 

一
 

一
 

耶
馬
渓
紅
葉
狩
 
③
 

蔵
本
は
る
の
女
 

山
峡
の
夜
は
更
け
や
す
い
。
立
冬
の
 

タ
焼
も
い
つ
し
か
闇
に
つ
つ
ま
れ
る
。
 

耶
馬
の
夜
は
流
石
に
冷
え
込
む
。
霧
 

が
流
れ
は
じ
め
た
。
 

●
川
に
月
映
り
て
耶
馬
の
冷
ま
じ
き
 

一 

歩
 

●
矩
健
の
間
出
る
気
に
と
て
も
耶
馬
の
 

夜
は
 

一 

歩
 

●
霧
冷
ゆ
る
瀬
鳴
り
高
ま
る
と
こ
ろ
よ
 

11 
ノ
 

は
る
の
女
 

●
星
冴
え
て
耶
馬
の
山
気
の
冷
ゆ
る
こ
 

と
 

は
る
の
女
 

●
控
え
目
の
耶
馬
の
宿
の
碑
冬
そ
う
び
 

し
げ
を
 

三
回
、
四
回
と
句
会
を
重
ね
る
。
 

●
句
会
重
ね
い
さ
、
か
湯
ざ
め
心
地
に
 

も
 

し
げ
を
 

●
み
か
ん
喰
ぶ
さ
れ
ど
押
れ
過
ぎ
て
は
 

な
ら
じ
 

一 

歩
 

●
瀬
鳴
り
聞
く
手
に
も
表
情
置
矩
燐
 

は
る
の
女
 

句
会
後
の
俳
請
談
義
、
こ
れ
が
又
た
 

の
し
い
も
の
納
々
と
語
る
し
げ
を
さ
ん
。
 

さ
わ
や
か
な
が
ら
ギ
ャ
グ
を
交
じ
え
て
 

の
一
歩
流
の
話
し
ぶ
り
、
ど
ち
ら
も
聞
 

く
人
を
引
き
つ
け
て
離
さ
な
い
。
禅
海
 

和
尚
の
生
涯
な
ど
も
よ
く
記
憶
し
て
お
 

ら
れ
る
。
 

●
秋
惜
し
む
旅
に
し
て
夜
の
更
け
や
す
 

し
 

園
 
女
 

●
耶
馬
渓
の
星
冷
ま
じ
き
夜
な
り
け
り
 

は
る
の
女
 

●
霧
冷
の
瀬
音
眠
ら
れ
そ
う
も
な
く
 

し
げ
を
 

●
俳
譜
の
旅
の
た
の
し
き
置
矩
健
 

園
 
女
 

●
長
き
夜
の
俳
譜
談
義
尽
く
る
な
し
 

園
 
女
 

せ
せ
ら
ぎ
の
音
の
み
が
聞
え
て
、
あ
 

た
り
は
静
か
な
闇
。
十
一
月
に
し
て
、
 

な
お
灯
を
恋
う
て
く
る
虫
。
何
や
ら
哀
 

れ
さ
え
感
じ
る
。
 

●
山
宿
の
秋
灯
虫
を
呼
び
や
す
し
 

園
 
女
 

●
耶
馬
は
奥
十
一
月
の
火
蛾
舞
ヘ
リ
 

は
る
の
女
 

園
女
さ
ん
と
一
緒
に
お
風
呂
に
行
く
。
 

一
日
の
疲
れ
を
流
す
。
お
湯
の
熱
さ
が
 

じ
ー
ん
と
肌
を
し
め
つ
け
る
。
慌
だ
た
 

し
い
生
活
の
日
々
、
こ
ん
な
夜
も
あ
っ
 

て
よ
い
も
の
、
又
頑
張
ら
な
く
て
は
と
 

思
い
つ
つ
就
床
。
 

九
日
の
朝
、
辺
り
一
面
大
霜
だ
。
心
 

地
よ
い
目
覚
め
。
し
げ
を
さ
ん
、
 
一
歩
 

さ
ん
早
々
に
宿
を
出
て
句
作
。
園
女
さ
 

ん
も
私
も
老
い
た
リ
と
い
え
ど
も
、
そ
 

こ
は
女
、
薄
化
粧
を
手
早
く
す
ま
し
て
 

後
を
追
う
。
 

) 

優
秀
作
品
に
三
宅
嘉
一
 

獅
「
写
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
 

一
月
十
一
日
（
金
）
午
後
七
時
か
ら
、
 

町
民
会
館
に
お
い
て
会
員
十
一
名
が
出
 

席
し
、
モ
ノ
ク
ロ
四
点
、
カ
ラ
ー
百
四
 

十
二
点
の
作
品
の
合
評
を
し
た
。
 

《
今
月
の
優
秀
作
家
》
 

一
席
コ
P
塚
栄
太
郎
」
 

二
席
「
永
 

尾
富
男
」
 

」
席
「
花
井
一
洋
」
 

四
 

席
「
岡
部
日
出
朗
」
 

五
席
「
桑
野
博
 

さん 

さ
 ん

 

●
初
霜
や
こ
れ
が
豊
後
の
お
べ
ん
柿
 

は
る
の
女
 

湧
き
上
る
霧
し
ま
く
霧
、
幾
重
に
も
 

重
な
り
合
う
山
、
幽
谷
の
景
、
大
観
の
 

絵
を
見
る
よ
う
だ
。
霧
冷
、
霜
冷
、
身
 

の
引
き
し
ま
る
心
地
な
り
。
熱
い
味
噌
 

汁
に
暖
ま
る
。
五
回
目
の
句
会
の
句
を
 

あ
げ
て
み
ょ
う
。
 

《
池
田
一
歩
作
》
 

●
霧
冷
や
呪
誼
か
け
ら
れ
し
如
く
蜘
妹
 

●
息
苦
し
ま
で
に
洞
門
霧
こ
め
て
 

●
霧
冷
え
に
鵜
の
声
な
さ
け
な
く
 

●
七
郷
を
つ
、
む
山
国
川
の
霧
 

●
霧
晴
れ
て
ゆ
る
さ
れ
し
ご
と
鵜
晴
け
 

n
ノ 

《
高
橋
し
げ
を
作
》
 

●
郁
子
の
実
の
色
づ
き
て
な
ほ
弾
け
ざ
 

る
 

●
黄
加
線
と
な
り
鶴
鶴
の
と
び
に
け
り
 

●
持
ち
応
え
ら
る
、
限
度
に
稲
架
立
ち
 

て
 

●
冬
霧
や
青
と
い
ふ
名
の
耶
馬
の
里
 

●
宿
が
気
に
入
り
て
瀬
鳴
り
も
霧
冷
え
 

て
 

《
桑
野
園
女
作
》
 

●
白
鷺
は
霧
の
精
と
も
霧
に
舞
ふ
 

●
灯
と
も
し
て
耶
馬
を
下
り
の
霧
の
バ
 

ス
 

●
山
霧
の
流
れ
見
て
停
つ
霧
の
中
 

●
深
耶
馬
の
紅
葉
に
く
わ
し
宿
主
 

●
ふ
か
ノ
、
、
と
水
に
映
り
て
紅
葉
山
 

《
蔵
本
は
る
の
女
作
》
 

●
耶
馬
の
旅
霧
の
深
さ
を
朝
鳩
 

●
峯
霧
に
た
ち
ま
ち
鷺
の
紛
れ
け
り
 

●
郁
子
の
実
の
色
を
深
め
て
霜
雫
 

、

 

ノ
 
ゆ
く
大
き
な
道
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 

ー

 
る
十
二
月
二
十
日
、
読
売
新
聞
 

朝
刊
記
事
「
今
後
の
上
野
焼
窯
元
の
 

動
向
」
を
読
ん
で
ー
 

明」 
（評） 

今
月
は
三
宅
嘉
一
さ
ん
の
作
品
で
す
 

が
、
子
供
の
持
つ
あ
ど
け
な
い
表
情
を
 

タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
撮
ら
え
て
い
ま
す
ね
。
 

半
逆
光
ぎ
み
に
写
し
て
い
る
の
で
、
画
 

面
に
立
体
感
も
出
て
き
て
良
い
と
思
い
 

ま
す
。
 

（
早
谷
）
 

（
上
野
常
福
）
 

松
葉
カ
オ
ル
 

●
た
か
ら
か
に
一
声
吟
じ
年
あ
ら
た
 

●
初
春
や
子
等
喜
々
と
し
て
コ
マ
回
し
 

●
梨
の
枝
つ
む
手
に
白
き
粉
雪
舞
う
 

●
着
か
ざ
り
し
晴
れ
の
姿
に
親
心
 

●
寒
さ
た
へ
春
待
つ
木
々
の
た
く
ま
し
 

多
ご
 

十
両
・
百
両
 

千
両
・
万
両
 

（
赤
池
下
町
）
 

中
村
 
市
郎
 

●
簸
柑
子
（
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
）
十
両
 

日
本
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
の
山
地
の
 

樹
陰
に
生
え
る
小
さ
な
常
緑
低
木
で
あ
 

る
。
そ
し
て
、
地
下
茎
を
の
ば
し
て
繁
 

●
初
霜
に
蓑
を
濡
ら
し
て
落
し
文
 

●
底
霧
に
黄
を
引
き
飛
べ
る
石
叩
 

創
作
美
と
量
産
美
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
た
か
し
 

一
つ
の
品
物
を
創
作
し
て
、
そ
の
芸
 

術
性
を
評
価
す
る
場
合
、
そ
の
美
の
焦
 

点
が
、
そ
れ
を
作
っ
た
個
人
の
創
作
性
 

に
あ
る
の
か
、
又
は
、
こ
ん
に
ち
の
時
 

代
の
経
済
流
通
機
構
に
お
い
て
、
企
業
 

と
し
て
の
利
潤
を
高
め
る
た
め
に
、
機
 

械
操
作
を
し
て
の
大
量
生
産
を
行
う
場
 

合
、
個
人
と
し
て
の
芸
術
性
は
単
に
、
 

量
産
美
と
し
て
の
み
打
ち
出
さ
れ
る
。
 

こ
こ
に
、
古
来
日
本
の
保
守
的
な
美
 

は
だ
ん
だ
ん
失
わ
れ
、
大
衆
的
な
美
に
 

打
ち
代
ろ
う
と
す
る
の
だ
。
い
わ
ゆ
る
 

職
人
気
質
、
芸
術
家
気
質
な
る
も
の
が
 

全
く
時
代
的
機
構
に
お
き
替
え
ら
れ
る
。
 

所
詮
、
性
根
こ
め
た
作
品
も
生
計
は
 

成
り
立
た
な
く
な
る
。
勢
い
経
営
は
、
 

) 
殖
す
る
。
夏
の
新
緑
の
か
た
ま
っ
た
わ
 

き
に
、
二
、
三
個
の
白
色
又
は
淡
紅
色
 

の
小
さ
な
花
を
つ
け
、
秋
か
ら
冬
に
か
 

け
て
果
実
は
赤
く
熟
す
。
つ
や
や
か
な
 

赤
い
実
は
、
冬
枯
れ
の
や
ぶ
の
中
で
小
 

さ
く
た
れ
て
美
し
い
。
 

江
戸
時
代
か
ら
万
両
千
両
に
対
し
て
 

あ
ま
り
可
隣
で
小
さ
い
の
で
、
十
両
の
 

し
こ
名
で
よ
ば
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
 

実
物
植
物
の
う
ち
で
一
番
の
倭
小
で
は
 

な
い
だ
ろ
う
か
。
庭
園
の
石
組
の
間
か
 

ら
小
さ
な
姿
を
現
し
、
又
、
正
月
用
の
 

松
竹
梅
等
の
飾
鉢
の
添
木
と
し
て
は
、
 

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
、
そ
の
可
 

愛
い
姿
は
誰
も
が
親
し
み
を
感
じ
る
。
 

●
唐
橘
（
カ
ラ
タ
チ
バ
ナ
）
百
両
 

こ
の
カ
ラ
タ
チ
バ
ナ
は
、
も
と
は
中
 

国
が
原
産
ら
し
く
、
い
つ
頃
か
ら
日
本
 

に
き
た
か
さ
だ
か
で
な
い
。
兎
角
、
こ
 

の
樹
は
落
葉
の
濯
木
で
、
大
き
く
な
っ
 

て
も
せ
い
ぜ
い
ー
メ
ー
ト
ル
位
で
、
枝
 

に
は
強
大
な
ト
ゲ
が
あ
る
。
小
葉
で
複
 

葉
で
、
花
は
白
花
の
五
弁
で
、
春
に
咲
 

き
、
果
実
は
秋
に
黄
く
熟
す
る
。
 

こ
の
カ
ラ
タ
チ
バ
ナ
は
、
樹
そ
の
も
 

の
が
少
な
く
、
随
っ
て
、
あ
ま
り
こ
の
 

樹
を
知
っ
て
い
る
者
は
少
な
く
な
い
と
 

思
う
。
そ
の
ゆ
え
か
、
あ
ま
り
人
気
が
 

な
く
盆
栽
に
は
全
然
通
じ
な
い
。
 

●
千
 

両
 

千
両
は
万
両
に
対
し
て
の
名
で
、
常
 

緑
の
小
濯
木
で
茎
は
群
生
し
て
い
る
。
 

葉
は
薄
黄
緑
色
で
、
や
や
艶
が
あ
り
 

節
が
小
さ
く
ふ
く
ら
ん
で
い
る
。
夏
に
 

枝
の
頂
き
に
短
い
複
穂
状
の
花
房
を
つ
 

量
産
的
企
業
合
同
へ
と
、
変
転
を
余
儀
 

な
く
さ
れ
る
羽
目
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
 

結
局
、
小
企
業
と
し
て
の
経
営
は
、
 

企
業
合
同
へ
の
道
し
か
な
い
。
こ
ん
に
 

ち
の
時
代
的
波
が
、
ひ
し
ノ
、
と
押
し
 

よ
せ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
に
ー
つ
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
 

こ
ん
に
ち
の
有
田
焼
の
歴
史
的
土
台
 

を
築
き
上
げ
た
開
祖
、
柿
右
工
門
は
、
 

そ
の
独
自
の
芸
術
性
を
追
究
す
る
あ
ま
 

り
、
極
度
の
貧
困
と
戦
い
な
が
ら
、
創
 

造
し
、
つ
か
み
得
た
事
実
で
あ
る
。
 

考
え
れ
ば
、
ど
れ
の
企
業
と
を
問
わ
 

ず
、
そ
の
二
つ
の
美
を
両
刀
使
い
分
け
 

す
る
こ
と
は
、
と
て
も
む
つ
か
し
い
仕
 

事
で
あ
ろ
う
。
世
は
大
衆
美
を
誰
歌
し
 

て
、
と
か
く
尊
い
個
性
美
を
見
き
わ
め
 

る
眼
を
も
、
時
代
の
生
活
と
共
に
失
な
 

わ
れ
つ
、
あ
る
こ
と
は
悲
し
い
こ
と
で
 

あ
る
。
 

歴
史
の
変
転
と
は
い
い
な
が
ら
、
当
 

地
の
上
野
焼
本
来
の
伝
統
芸
術
も
、
こ
 

の
二
つ
の
道
の
時
代
的
分
岐
の
危
機
に
 

き
て
い
る
。
し
か
し
、
又
考
え
よ
う
に
 

よ
っ
て
は
、
新
し
い
時
代
的
発
展
段
階
 

に
達
し
た
と
も
い
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

と
は
い
い
な
が
ら
も
、
上
野
焼
の
真
 

価
と
根
本
は
、
茶
人
的
風
雅
の
道
か
ら
 

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
風
流
を
 

こ
ん
に
ち
の
時
代
に
如
何
に
し
て
、
大
 

衆
と
“
マ
ッ
チ
ク
す
る
か
、
そ
の
点
で
 

あ
る
。
 

こ
こ
に
お
い
て
、
上
野
焼
本
来
の
芸
 

術
性
を
高
め
つ
、
、
時
代
の
本
流
、
量
 

産
合
同
経
営
こ
そ
、
新
し
く
開
か
れ
て
 

、
 

け
、
二
、
三
分
岐
し
、
黄
緑
色
の
細
花
 

を
つ
け
る
。
 

花
に
は
花
被
が
な
い
。
花
が
終
る
と
 

小
さ
な
球
果
を
つ
け
、
冬
に
な
っ
て
赤
 

く
熟
す
る
。
樹
は
陰
性
で
、
半
日
陰
を
 

好
む
。
果
実
は
上
に
向
け
て
七
、
八
粒
 

が
ー
カ
所
に
つ
い
て
い
る
の
を
各
頂
部
 

に
つ
け
て
い
る
。
こ
の
樹
も
盆
栽
に
は
 

不
向
き
で
あ
る
。
 

●
万
 

両
 

万
両
は
千
両
よ
り
は
常
緑
の
低
木
で
 

あ
る
が
、
千
両
に
勝
さ
る
意
味
で
万
両
 

の
名
が
あ
る
。
全
国
至
る
と
こ
ろ
の
暖
 

地
の
半
木
陰
に
野
生
し
て
い
て
、
茎
は
 

単
一
で
ほ
と
ん
ど
分
岐
し
な
い
。
 

葉
は
、
茎
や
枝
端
に
互
生
し
、
光
沢
 

が
あ
っ
て
親
し
み
や
す
い
。
花
は
白
色
 

の
小
花
で
、
葉
影
に
か
く
れ
て
咲
き
、
 

果
実
は
冬
に
サ
ン
ゴ
色
に
な
る
。
庭
園
 

の
樹
木
の
間
や
石
組
の
間
に
赤
い
実
を
 

つ
け
て
咲
い
て
い
る
姿
は
、
秋
か
ら
冬
 

の
終
り
ご
ろ
ま
で
観
賞
で
き
ま
す
。
 

以
上
の
四
種
の
小
低
木
は
、
い
ず
れ
 

も
赤
い
実
を
つ
け
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
 

て
赤
く
熟
す
。
こ
の
小
品
た
ち
は
盆
栽
 

よ
り
も
庭
木
と
し
て
の
方
が
映
え
る
よ
 

う
に
思
う
。
 

つ
づ
く
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こ
ん
な
と
き
 

こ
ん
な
年
金
が
も
ら
え
る
 

長
い
人
生
の
中
で
、
人
間
は
い
つ
、
 

ど
こ
で
、
ど
ん
な
不
幸
に
あ
う
か
わ
か
 

り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
で
は
、
と
し
を
と
っ
て
か
 

ら
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
に
、
不
測
の
場
 

合
に
備
え
て
、
障
害
、
母
子
、
準
母
子
、
 

叫
「
慣
ル
、
寡
婦
な
ど
の
年
金
が
用
意
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
年
金
 

も
事
故
が
あ
っ
て
か
ら
急
い
で
加
入
し
 

た
り
、
保
険
料
を
納
め
た
り
し
て
も
だ
 

―つのかけ金で七つの年金 

め
で
す
。
将
来
の
い
ざ
と
い
う
と
き
に
 

備
え
、
事
前
の
準
備
が
必
要
で
す
。
 

年
金
権
を
生
き
か
え
ら
せ
る
特
例
 

納
付
 

国
民
年
金
の
加
入
を
怠
っ
た
り
、
保
 

険
料
の
納
付
を
忘
れ
た
り
し
て
将
来
の
 

年
金
を
う
け
る
権
利
を
失
っ
て
い
る
人
 

に
、
年
金
権
を
生
き
か
え
ら
せ
る
特
例
 

納
付
が
五
十
五
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
 

期
限
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

も
し
、
あ
な
た
が
今
、
何
の
年
金
保
 

障
も
な
い
無
年
金
者
で
あ
れ
ば
、
こ
の
 

残
り
少
な
い
最
後
の
機
会
を
生
か
し
て
 

自
分
の
年
金
を
受
け
る
権
利
を
確
保
し
 

て
下
さ
い
。
（
左
表
参
照
）
 

53 

年
度
国
保
の
 

決
算
統
計
情
況
 

町
民
の
皆
さ
ん
、
国
民
健
康
保
険
に
 

つ
き
ま
し
て
、
つ
ね
づ
ね
ご
協
力
を
い
 

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

下
の
表
は
、
昭
和
五
十
三
生
詐
図
の
国
 

保
の
決
算
統
計
に
よ
る
資
料
で
す
。
 

こ
の
表
か
ら
考
え
ま
す
と
、
医
痔
猫
貝
 

の
使
い
方
は
、
県
内
平
均
の
百
二
十
ー
ー
 

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
そ
の
う
ち
老
人
医
療
 

費
の
一
人
当
り
は
四
十
八
万
九
十
八
円
 

年金の種類 こ ん な と き 年 金 額 

老齢年金 

かけ金を25年以上（昭和5年4月1日以前に生れ 

た人は生年月日により10年～24年に短縮）納める 

か、又は免除をうけた人カ65才になったとき。 

10年納付 296,900円 

25年納付 470,700円 

40年納付 753, 200円 

通算老齢年金 

国民年金をかけた期間、又は免除をうけた期問と 

他の公的年金を合せて25年（昭和5年4月1日以前 

に生れた人は36年4月1日以後の合算期問を10年～ 

24年に短縮）以上ある人カも5オになったとき。 

国民年丘功・ら老齢年金と 

同じ計算で65才から支給。 

他の制度の年金は60才か 

らそれぞれク湘渡から支総 

障害年金 

他の公的年金と合せて1年以」Jj目入し、かけ金を 

怠リなく納めている人が、病気やけがで障害が残 

ったとき。 

1級障害 597, 500円 

2級障害 478,000円 

母子年金 

最近1年U上怠りなくかけ金を納めている妻が、 

夫を亡くし、18才未満の子と一緒に生活をしてい 

るとき。 

子1人 478,000円 

子2人 502,000円 

3人目の子カ・ら1人にっ 

き4,800円加算 

準母子年金 

刷丘1年以上怠りなくかけ金を納めている祖母や 

姉が、一家を支える夫、（男子たる子）を亡くし、 

18才未満の孫や、弟妹と一緒に生活しているとき。 

母子年金と同じ。 

遺児年金 

他の公的年金と合わせて1年以上加入し、かけ金 

を怠りなく納めていた父母が死亡し、18才未満の 

子供カ残されたとき。 

母子年金と同じ金額を子 

供たちで等分する。 

寡婦年金 
掛年金をうける資格のある夫が、年金を受けず 

に亡なったとき、妻に60才から65才までの間支給。 

夫が受けるべきであった 

年金額の半額コ 

3年以上かけ金をした人が、何の年金も受けずに死亡したときは、 

その遺族に23,000円～52,000円の死亡一時金が支給されます。 

死亡一時金 

で
、
県
内
平
均
の
百
三
十
ー
パ
ー
セ
ン
 

ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
医
療
 

費
の
全
体
か
ら
み
て
み
る
と
、
表
に
は
 

出
て
い
ま
せ
ん
が
、
四
十
八
・
三
パ
ー
 

セ
ン
ト
が
老
人
医
痔
響
ハ
と
し
て
使
わ
れ
 

て
お
り
ま
す
。
 

又
、
老
人
対
象
割
合
も
、
町
で
十
一
 

・
〇
ー
パ
ー
セ
ン
ト
と
全
国
平
均
の
七
 

・
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
大
き
く
超
え
て
 

お
り
ま
す
。
 

低
所
得
者
の
軽
減
世
帯
の
割
合
も
五
 

十
・
三
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
半
数
を
超
え
 

て
お
り
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
医
療
費
の
支
払
い
（
使
い
 

方
）
は
大
き
く
、
低
所
得
者
は
多
い
等
 

の
情
況
で
あ
り
、
 

一
方
、
保
険
税
の
収
 

納
率
は
九
十
二
・
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
 

県
平
均
、
全
国
平
均
を
下
廻
っ
て
お
り
、
 

国
保
の
台
所
の
苦
し
さ
が
示
さ
れ
て
お
 

り
ま
す
。
 

町
で
は
、
国
保
税
の
収
納
率
の
向
上
 

に
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
 

昭和53年度国民健康保険決算資料 

- 全国平均 県内平均 町平均 

総医療費（1人当り） 76,189円 91,279円 111,402円 

老人医療費（1人当り） 275,910円 364,877円 480,098円 

老 人 対 象 割 合 7.96 % 8. 70% 11.01' 

低所得者軽減世帯率 21.80% 28.47% 50.32% 

保険税の収納率（町率） 94.85% 96.74% 92.18% 

所得に丸十する税負才旦 
c7)害J合、 7.84 % 9.31% 11.84% 

町
民
の
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

国
民
健
康
保
険
係
 

徴
 

収
 

係
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国民健康保険税 

納め忘れている人は、 

今すぐに納税を 

みんなの医療費に使わ 

れる大切な税金です。 

ゴミはポリ袋に・・・ 

家庭用ゴミは必ずポリ袋に入れて 

収集日に出すようにしましょう。 

l ポリ袋は役場衛生係で、、 

、1枚8円でおわけしますノ 

ー役場衛生係ー 

昭和55年2月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

所
得
税
●
贈
与
税
の
申
告
は
じ
ま
る
 

今
年
も
確
定
申
告
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
四
年
分
の
所
得
税
の
確
定
 

申
告
は
二
月
十
六
日
か
ら
、
贈
与
税
の
 

申
告
は
二
月
一
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
受
付
 

が
始
ま
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
申
告
と
納
 

税
の
期
限
は
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
が
、
 

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
の
窓
 

口
は
大
変
混
雑
し
、
落
ち
つ
い
て
相
談
 

で
き
な
か
っ
た
り
、
長
い
時
間
待
っ
て
 

い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
ま
す
 

の
で
、
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
く
済
ま
 

せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑥
 
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
 

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
人
は
①
商
売
を
し
て
い
る
人
 

や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
、
土
地
を
売
 

っ
た
人
な
ど
で
、
昭
和
五
十
四
年
中
の
 

所
得
の
合
計
額
が
、
配
偶
者
控
除
や
扶
 

エンゼルクイズ 

【第42回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、大相撲初場所の優勝力士はだれ？ 

④北の湖 ⑧三重ノ海 ⑥若乃花 

2 、人間の心臓は、いくつの部分にわかれて 

いる？ 

④ 2 ⑧ 4 ⑥ 6 

3 、水泳の個人メドレー。まず、最初の泳法 

は？ 

④背泳ぎ ⑧クロール ⑥バタフライ 

4 ' ‘に二兎を追うものは一兎をも得ず，，。さて、 

どこの国のことわざ？ 

④日本 ⑧中国 ⑥ローマ 

5 、月か地球をーまわりするのに、何日かか 

る？ 

④9日半 ⑧19日半 ⑥29日半 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、2月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第41回の解答】 

1 ⑥ 2 ⑥ 3 ④ 

養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
よ
 

り
多
い
人
、
②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
 

の
年
収
が
一
千
万
円
を
超
え
る
人
や
ー
ー
 

カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人
、
 

給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え
 

る
人
な
ど
で
す
。
 

こ
れ
ら
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
 

税
務
署
か
ら
申
告
書
が
送
ら
れ
て
こ
な
 

く
て
も
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
 

の
で
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
は
三
月
十
 

五
日
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
 

ま
す
が
一
度
に
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
 

延
納
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
 

は
確
定
申
告
で
納
め
る
こ
と
に
な
る
税
 

額
の
二
分
の
一
以
上
を
三
月
十
五
日
ま
 

で
に
納
め
れ
ば
、
残
り
の
税
額
は
五
月
 

三
十
一
日
ま
で
納
め
る
の
を
延
ば
す
こ
 

と
が
で
き
る
と
い
う
制
度
で
す
。
こ
の
 

場
合
、
延
納
期
間
中
は
、
年
率
七
・
三
 

パ
ー
セ
ン
ト
の
利
子
税
が
か
か
り
ま
す
。
 

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
 

出
し
た
人
は
、
あ
ら
た
め
て
住
民
税
や
 

事
業
税
の
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
 

⑥
 
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
 

贈
与
税
と
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も
 

ら
っ
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。
贈
 

与
税
に
は
六
十
万
円
の
基
礎
控
除
が
あ
 

り
ま
す
の
で
、
昭
和
五
十
四
年
中
に
個
 

人
か
ら
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
を
合
計
 

し
て
、
六
十
万
円
以
下
の
と
き
は
申
告
 

は
要
り
ま
せ
ん
が
、
六
十
万
円
を
超
え
 

る
と
き
は
贈
与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

贈
与
税
の
納
税
は
、
申
告
期
限
と
同
 

じ
三
月
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
 

が
、
贈
与
税
額
が
五
万
円
を
超
え
る
人
 

で
】
時
に
納
税
し
に
く
い
と
き
は
、
担
 

保
を
提
供
し
て
五
年
以
内
の
延
納
を
す
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
延
納
期
間
中
は
 

年
率
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
子
税
が
 

か
か
り
ま
す
。
 

《
無
料
申
告
相
談
を
 

『
」
利
用
く
だ
さ
い
》
 

確
定
申
告
の
期
間
中
、
税
務
署
で
は
 

申
告
や
納
税
の
相
談
を
受
け
る
態
勢
を
 

と
っ
て
い
ま
す
が
、
税
務
署
の
ほ
か
に
 

も
、
次
の
よ
う
な
日
程
で
無
料
申
告
相
 

談
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

【
税
理
士
会
が
行
う
申
告
相
談
日
】
 

●
2
月
 26 

日
因
 

10 

時
ー
 16 

時
ま
で
 

●
赤
池
町
商
工
会
館
 

【
税
務
署
が
行
う
申
告
相
談
日
】
 

●
2
月
 28 

日
困
 

10 

時
ー
 16 

時
ま
で
 

●
赤
池
町
商
工
会
館
 

※
な
お
、
申
告
や
納
税
の
こ
と
に
つ
い
 

て
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
 

し
た
ら
、
お
気
軽
に
税
務
署
に
お
間
い
 

合
わ
せ
下
さ
い
。
 

（
電
話
〇
九
四
七
四
 

ー
④
ー
〇
四
三
〇
）
 

田
川
税
務
署
 

⑧
 

にu ⑥
 

4A 

【正解者】 

今回の応募総数25通のうち、正解は18通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の3名の方に 

記念品を贈ります。 （敬称略） 

レ宮崎 優樹（中町一） 

ン市川 裕一（市場） 

ン中西 京子（県営伏原） 

(2 月の休館日〕 ~〔福祉バス運行日〕 

4 日、12日、18日 I 2 日、 3 日、6 日、7 日 

25日 ！ 9 日、10日、13日、14日 

〔演 芸 日〕 i 16日、17日、20日、21日 

3 日、7 日、10日 ， 23日、24日、27日、28日 

14日、17日、21日 I［仏教法話会〕 

24日、28日 ~ 13日困 午前11時 
ノ 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

ー

敬

称

略

ー

 

金 金 金 金 金 金 金 金 

封封封封封封封封 

立
石
ツ
ル
ユ
（
原
）
 

石
津
 
常
夫
（
伏
原
四
）
 

太
田
 

正
利
（
大
久
保
）
 

鈴
木
カ
ズ
エ
（
町
営
伏
原
五
）
 

佐
々
木
幸
夫
（
板
取
）
 

峠
岡
 
静
香
（
石
松
）
 

久
原
 

弘
（
大
和
町
）
 

志
水
 
光
則
（
上
谷
）
 

1
月
 18 

日
現
在
 

〔寄 

付〕 

〇
暁
町
婦
人
会
 
二
千
円
 

〇
山
口
明
吉
 
五
千
円
 

〇
筑
豊
う
た
の
里
 
五
千
円
 

〔
賛
助
会
費
〕
1

ロ
千
円
 

〇
青
柳
徳
実
 

五
万
五
千
円
（
 55 

口） 
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職
業
訓
練
生
の
募
集
 

福
岡
県
立
直
方
専
修
職
業
訓
練
校
で
 

は
、
五
十
五
年
四
月
か
ら
の
入
校
生
を
 

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
訓
練
科
目
 
機
械
科
、
溶
接
科
、
鋳
 

造
科
、
構
造
物
鉄
工
科
、
金
属
プ
レ
 

ス
科
 

▽
応
募
資
格
 
義
務
教
育
修
了
程
度
の
 

学
力
か
着
“
す
る
健
康
な
男
女
 

▽
募
集
期
間
 
2
月
 23 

日
ま
で
（
定
員
 

に
満
た
な
い
場
合
は
三
月
末
日
）
 

▽
申
込
先
 
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
 

所
又
は
、
直
方
専
修
職
業
訓
練
校
 

固
〇
九
四
九
ニ
ー
）
ー
一
七
二
一
 

第
二
回
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

選
手
権
大
会
 

第
二
回
ク
ラ
ス
別
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
 

手
権
大
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
 

で
、
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
 

▽
と
き
 
3
月
2
日
回
 
午
前
9
時
 

▽
と
こ
ろ
 
町
民
会
館
体
育
館
 

▽
参
加
資
格
 
町
在
住
又
は
勤
務
 

▽
参
加
費
 
学
生
百
円
、
大
学
・
一
般
 

二
百
円
（
当
日
受
付
に
て
）
 

▽
ク
ラ
ス
別
 
A
級
廿
高
校
生
以
上
で
 

経
験
一
年
以
上
 
B
級
H
中
学
生
及
 

び
経
験
一
年
未
満
 
c
級
廿
小
学
生
 

の
み
。
 

▽
申
込
み
方
法
 

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
 

名
、
年
齢
又
は
学
年
、
性
別
、
電
話
 

番
号
、
ク
ラ
ス
別
（
A

・B

・c
級
 

の
い
ず
れ
か
）
を
明
記
し
、
二
月
十
 

七
日
ま
で
に
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
申
 

し
込
み
下
さ
い
。
 

▽
申
込
先
 
藤
田
数
之
（
赤
池
町
西
町
 

一
丁
目
）
T
E
L

四
一
二
六
 

テ
レ
フ
ォ
ン
ガ
イ
ド
で
 

求
人
情
報
を
ノ
 

田
川
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
地
域
 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
 

テ
レ
ガ
イ
ド
機
を
設
置
し
、
職
を
求
め
 

て
お
ら
れ
る
方
々
に
、
求
人
情
報
を
提
 

供
す
る
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
、
昨
 

年
十
一
月
よ
り
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
 

職
を
求
め
て
い
る
皆
さ
ん
、
次
の
電
 

話
番
号
を
回
わ
さ
れ
ま
す
と
、
求
人
情
 

報
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
 

《
電
話
番
号
》
 

〇
九
四
七
四
・
ー
》
ー
三
六
六
六
 

〇
九
四
七
四
ー
）
ー
三
六
六
七
 

精
神
障
害
者
家
族
 

の
研
修
会
 

精
神
障
害
者
家
族
会
「
わ
か
ば
会
」
 

で
は
、
 

一
人
の
家
族
の
悩
み
を
み
ん
な
 

で
考
え
、
精
神
障
害
者
の
自
立
の
た
め
 

次
の
と
お
り
研
修
会
を
行
い
ま
す
の
で
 

多
数
ご
参
加
下
さ
い
。
 

▽
と
き
 
2
月
 14 

日
困
 

13 

時
ー
 16 

時
 

▽
と
こ
ろ
 
田
川
保
健
所
講
堂
 

※
講
演
「
自
立
へ
む
か
う
人
々
」
 

※
講
師
 
小
河
及
慶
先
生
（
福
岡
県
 

精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
）
 

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集
 

次
に
よ
り
二
等
陸
・
海
・
空
士
の
募
 

集
を
し
ま
す
。
 

▽
採
用
 
3
月
中
旬
1
4
月
上
旬
 

▽
資
格
 
満
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
 

満
で
日
本
国
籍
タ
看
“
す
る
心
身
と
も
 

に
健
康
な
男
子
 

▽
試
験
期
日
 
各
志
願
ご
と
に
指
定
す
 

る
日
 

▽
試
験
科
目
 
国
語
・
数
学
・
社
会
・
 

作
文
等
 

▽
給
与
等
 
実
質
給
与
（
十
二
万
九
千
 

八
百
円
）
 

▽
試
験
場
（
連
絡
先
）
 

飯
塚
市
横
田
 

八
二
〇
（
旧
二
瀬
公
民
館
）
 

福
岡
地
方
連
絡
部
飯
塚
出
張
所
 

固
〇
九
四
八
ニ
ー
回
ー
四
八
四
七
 

ふ
ぐ
処
理
師
試
験
 

▽
と
き
 
3
月
 25 

日
閃
 

▽
と
こ
ろ
 
中
村
学
園
短
期
大
学
（
福
 

岡
市
西
区
別
府
五
丁
目
七
ー
一
）
 

▽
申
込
期
間
 
2
月
 23 

日
ま
で
 

▽
申
込
場
所
 
住
所
地
又
は
就
業
地
を
 

管
轄
す
る
保
健
所
 

▽
受
験
資
格
 
中
学
校
左
垂
木
以
上
の
学
 

歴
タ
着
“
す
る
者
で
、
ふ
ぐ
処
理
に
三
 

年
以
上
従
事
し
た
者
 

▽
試
験
科
目
 

Q

子
科
試
験
n
衛
生
法
規
、
食
品
衛
 

生
学
、
ふ
ぐ
に
関
す
る
知
識
 

②
実
技
試
験
n
ふ
ぐ
の
種
別
鑑
別
、
 

臓
器
鑑
別
、
処
理
実
技
 

▽
そ
の
他
 
受
験
手
数
料
一
万
円
に
は
 

ふ
ぐ
代
を
含
む
。
そ
の
他
詳
細
な
こ
 

と
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
へ
お
問
い
 

合
せ
下
さ
い
。
 

田
川
保
健
所
 

ー

！

！

・

！

!

!

!

!

！

・

！

 

自
動
車
保
険
相
談
 

▽
毎
日
（
日
・
祭
日
は
除
く
）
 

9
時
 30 

分
ー
 16 

時
 30 

分
ま
で
 

▽
弁
護
士
相
談
日
 
毎
週
金
曜
日
 

13 

時
ー
 16 

時
ま
で
 

▽
お
間
合
わ
せ
 

小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
 

固
〇
九
三
ー
五
二
一
ー
二
一
四
〇
 

心
配
ご
と
相
談
・
行
政
相
談
 

地
方
や
国
の
行
政
、
自
分
の
身
の
ま
 

わ
り
の
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
、
子
供
の
 

教
育
な
ど
で
お
悩
み
や
心
配
ご
と
を
お
 

持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
 

い。 
▽
と
き
 
毎
月
 

一
日
・
七
日
・
十
七
 

日
・
二
十
七
日
の
四
回
 

10 

時
ー
 15 

時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 
赤
池
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

固
四
六
四
六
 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

次
の
者
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
、
期
日
 

ま
で
に
届
出
て
下
さ
い
。
 

●
墓
地
の
所
在
地
 

Q
旦
方
市
大
山
」
山
ー
泉
九
二
七
番
地
の
四
 

向
皇
直
方
市
大
字
植
木
二
一
七
番
地
 

③
熊
本
県
阿
蘇
郡
久
木
野
村
大
字
河
陰
 

三
八
五
三
番
地
 

④
兵
庫
県
多
紀
郡
篠
山
町
瀬
利
字
市
谷
 

出
久
保
ノ
坪
一
〇
五
七
ー
一
番
地
 

⑤
兵
庫
県
西
脇
市
岡
崎
町
三
八
六
番
地
 

●
墓
地
の
名
称
 

ハ
里
直
方
市
中
泉
墓
地
 

瓜
旦
直
方
市
植
木
天
神
山
墓
地
 

③
掘
渡
共
同
墓
地
 

④
瀬
利
共
同
墓
地
 
⑤
岡
崎
墓
地
 

●
届
出
期
限
 

①
2
月
 10 

日
 

③
2
月
 15 

日
 

⑤
2
月
 29 

日
 

●
届
出
先
 

①
（
皇
直
方
市
 

係
 

固
〇
九
四
 

③
熊
本
県
阿
 

課
衛
生
係
 

固
〇
九
六
 

④
兵
庫
県
多
 

施
設
係
 

固
〇
七
九
 

⑤
兵
庫
県
西
 

固
〇
七
九
 役

所
民
生
部
市
民
課
衛
生
 

九
ニ
・
ー
）
ー
四
一
一
一
 

蘇
郡
久
木
野
村
役
場
住
民
 

七
六
・
ー
）
ー
二
一
一
一
 

紀
郡
篠
山
町
役
場
建
設
課
 

五
五
・
入
）
ー
一
一
一
一
 

脇
市
役
所
同
和
対
策
室
 

五
一
一
・
ー
）
・
ー
四
」
ハ
八
一
 

②
2
月
 10 

日
 

④
2
月
 20 

日
 


